折の 実験が X 光線 回折の 実験の 行なわれた ころに すで 

に 行なわれた というよ うな 事 も、 それ 自身に おいて 必 

ずし も 不可能でなかった と 思われる から、 もしもそう 

であった としたら、 その後の 物理 学界の 動き はよ ほど 

実際と は 違った ものに なった ので はない かと 想像され 

るので ある。 

それと 同様に 未来の 物理学 進歩の 経路 も 必ずしも 単 

義 的に ただ 一 筋の 予定の 道筋 を 通る であろうと は 考え 

られ ない。 将来な されうべき ある 二つの 画期的な 発見 

のど ちらが 先に 行なわれ るか は 偶然 的な 事情に よ つ て 

左右され うるであろう。 そういう わけで あるから、 今 



く 摩擦の ちがう こと を 見て 考え込ん でいた ことがある 

が、 これ は 近年に なって 固体 や 液体の 表層に 吸着した 

単 分子 層の 研究の 先駆 をな した ものであった。 これと 

似寄った ことで は、 レ— ノル ズの 減摩 油の 作用の 研究 

など もや はり それまで は ほとんど 物理学の 圏外に あつ 

た 問題 を その 圏内に 引き入れ たもの だと 言われよう。 

また 同じ レ— ノル ズの 砂の 膨張 性 (Dilatancy) に 関す 

る 研究 は、 その後 あまり 注目す る 人 もなかつ たようで 

ある。 これ は 土木工学の 基礎と なる 土 圧の 問題に は 当 

然 考慮 さ るべき ものと 思われる ので あつたが、 ごく 最 

近に この 考え を 採用して 土 圧の 問題 を 新しく 考え直 そ 



とど こか 共通な もの を 備えて いるから である。 

原子の 構造と その 性能に 関して われわれ は 個々 の ェ 

ネル ギ ー 水準の 考え を 導入した。 しかして それ は ある 

方程式の 固有値と 称する ものと 連関して いると 考える _ 

これ は 最も 簡単な 類型的の 一 例と さるる 弦の 振動の 場 

合なら ば その 節点の 数 を 決定す る もので あり、 要する 

に 連続 的な ものの 中で ただ 特定な もの だけの 実在 を 決 

定 する ものである。 ところで たとえば 鈴 木 清太郎 博士 

の 実験で、 円 板の 中心 を 衝撃す る 際に 生ずる 輻射 形の 

割れ目が 衝動の 強さに 応じて 整数 的に 増加して 行く 現 

象の ごとき、 おそらく ある 方程式の 固有値に よって 定 



まるであろう という こと は、 かって 妹 沢 博士 も 私に 指 

摘され たこと であるが、 これ は 当面の 解式 を 得る まで 

もな く 予想し 得られた ことで ある。 これから 想像す る 

と、 おそらく その他の 類似の 問題で も、 基礎 形式的に 

これと 類す る ものが あるで あろうと 思われる ので ある _ 

ただ これらの 多くの場合 はより 多く 事 がらが 複雑で 

あって 到底 簡単な 少数 有限の 方程式な どで 解決され る 

ベ きもので はな いで あろうと 予測され る。 

ハイゼンベルクの マト リツ キス を 一 つの ォ— ケ スト 

ラ にたと えた 人が あつたが、 たとえば ガラスの 割れ目 

の ごとき も、 やはり 一 種の ォ ー ケス トラが 個々 の 場合 



いろいろな 点で 古典的 物理学の 常識に 融合し ないよう 

ひっきょう 

に 感ずる の は、 畢竟 古典的 物理学が ただ 自然界の 半 

面 だけ を 特殊な 視野の 限定され ためが ねで 見て いたた 

めに 過ぎない のであって、 その やぶにらみの 一例と し 

て は、 私が ここで 特に 声 を 大きく して 宣伝した ような 

部類の 統計的 現象 を 全然 閑却し ていた- J とも 引証され 

ようかと 思う。 

物理学 圏外の 物理的現象と 称すべき もの は 決して 上 

記の 部類に 限らない。 広大無辺の 自然に はなお 無限の 

問題が 伏在して いるのに、 われわれの 盲目な ために そ 

れを 問題と して 認め 得ない 結果、 それが 存在し ないか 



まく < ら 

のように 枕 を 高く している ので ある。 

ふじ わら うずまき 

多年 藤 原 博士の 心に かけて 来られた 渦巻に 関する 各 

種の 現象で も、 実に いろいろの 不思議な 問題が 包蔵 さ 

れ ている ようで あるが、 現在までの 物理学 はま だ それ 

ほそく そじょう 

らを 問題と して 捕捉し 解析の 俎上に 載せうる だけに 進 

ん でい ないように 見える。 流体力学の 専門家 は その 古 

そうぜん 

色 蒼然た る 基礎 方程式 を 通しての みし か 流体 を 見ない 

から、 いつまで たっても その 方程式に 含まれて いない 

種類の 現象に 目の 明く 日 は 来ない。 

また 物理学者 は 電子 や 原子の 問題の 追究に 忙しくて、 

いとま 

到底 日常 眼前の 現象 を 省みる 暇がない ありさま であ 



んで いるであろう という 希望 を もって、 ここに このつ 

たない 叙説の 筆 をお くこと にす る。 

(昭和 七 年 一 月、 理 学界) 
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